
伊
勢
神
宮
式

年
の
ご
神
縁
の

中
で

神
道
伊

勢
大
神
楽
教
は

今
年
、
平
成
十

五
年
十
月
二
日

付
け
で
大
阪
府

庁
か
ら
宗
教
法

人
と
し
て
認
証

さ
れ
満
十
年
と

い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ま

し
た
。
伊
勢
大

神
楽
の
家
元
を

継
承
し
て
、
早

四
十
一
年
の
歳

月
が
流
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
偏
に
、
お

よ
そ
六
百
年
に

わ
た
っ
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
獅
子
舞
に
よ
る

「
門
付
け
布
教
」
を
見
守
り
、

励
ま
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
の

お
蔭
様
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

宗
教
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ

た
事
実
は
「
伊
勢
大
神
楽
」
が

単
な
る
伝
統
芸
能
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
神
楽
草
創
の
神
意

を
体
し
、
人
々
の
安
寧
と
世
の

中
の
安
泰
を
祈
る
教
統
が
広
く

社
会
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
二
十
年
に
一
度
と
い

う
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
「
一
生
に
一

度
の
大
夢
」
と
さ
れ
た
か
つ

て
の
お
伊
勢
参
り
の
人
々

の
夢
を
叶
え
た
の
が
、

伊
勢
大
神
楽
の
門
付

け
布
教
で
あ
り
ま
す
。

布
教
先
の
家
の
戸
を

開
け
た
と
た
ん
に

「
待
っ
て
い
た
で
。
獅

子
舞
さ
ん
も
元
気
や
っ
た

か
」
の
言
葉
に
ど
れ
ほ
ど
励
ま

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
夏

秋
冬
、
一
年
三
百
六
十
五
日
、

旅
か
ら
旅
の
社
中
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
合
う
時
で
あ
り
ま
す
。

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
年

に
宗
教
法
人
認
証
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ご
神
縁
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
人
々
の
幸
せ
と
世

の
中
の
や
す
ら
ぎ
を
祈
り
獅
子

舞
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

http://www.ise-daikagura.jp http://www.isedaikagura.or.jp

第15号

発行人 渋谷 章

発行所 宗教法人神道伊勢大神楽教 教務本庁
〒569-1039 大阪府高槻市清水台1-9-30

TEL（FAX）072-688-2156
日野布教所 〒529-1641 滋賀県蒲生郡日野町日田304

TEL（FAX）0748-52-0500

教 報

宗
教
法
人
神
道
伊
勢
大
神
楽
教

代
表
役
員
・
教
主

渋
谷

章

■
事
始
祭

正
月
元
旦

馬
見
岡
綿
向
神
社

■
門
付
け
布
教

一
月
か
ら
三
月

滋
賀
県

三
重
県

四
月
か
ら
六
月

京
都
府

大
阪
府

七
月
か
ら
九
月

福
井
県

香
川
県

十
月
か
ら
十
二
月

大
阪
府

兵
庫
県

■
春
季
神
楽
例
大
祭

五
月
第
二
日
曜
日
・
本
部

■
秋
季
神
楽
大
祭

十
一
月
第
三
日
曜
日

日
野
布
教
所

年

間

行

事

※この他、随時、地域行事への参加。出張布教を行っていま
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宗教法人に認証されて満10年。
伊勢神宮式年遷宮のご神縁のなかで、ますますの精進を誓う。

◆
平
成
二
十
三
年

十
一
月
＝
高
槻
市
と

の
姉
妹
交
流
の
縁
で

チ
ュ
ニ
ジ
ア
共
和
国

を
表
敬
訪
問
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年

＝
中
村
玉
緒
さ
ん
が

出
演
す
る
「
瀬
戸
内

海
賊
物
語
」
の
笛
を

吹
く
シ
ー
ン
の
指
導

を
渋
谷
章
家
元
が
行
っ

た
。◆

平
成
二
十
五
年

十
月
二
日
＝
本
部
に

て
宗
教
法
人
認
証
十

周
年
報
告
祭
を
執
り

行
っ
た
。

◆
平
成
二
十
六
年

五
月
＝
韓
国
・
安
東

で
世
界
各
国
か
ら
招

聘
さ
れ
て
開
か
れ
る

「
安
東
国
際
タ
ム
チ
ェ

ル
（
仮
面
劇
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
出
演
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★
伊
勢
信
仰
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、

更
な
る
技
術
向
上
と
地
域
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

の
布
教
を
心
が
け
て
い
く
所
存
で
す
。
光
本
晃
大

★
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
次
の
十
年
に
向
け
て
研
さ
ん
を
積

ん
で
ゆ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

齋
藤
大

★
自
分
の
得
意
と
す
る
分
野
の
技
術
の
向
上
、

苦
手
な
分
野
の
克
服
を
目
標
に
、
多
く
の
人
々
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
鈴
木
健
悟

★
宗
教
法
人
に
な
っ
て
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

い
や
、
ま
だ
十
年
で
す
。
渋
谷
社
中
の
皆
様
と
努

力
あ
る
の
で
す
。

加
々
見
寿
夫

★
諸
先
輩
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
渋

谷
社
中
を
私
も
微
力
な
が
ら
継
承
し
、
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
敏

★
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
こ
こ
ま
で
来
れ
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
、
伊
勢
大
神
楽
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飛
騨
一
雅

★
た
だ
見
て
も
ら
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
魅
せ

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
技
術
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

坂
田
直
弘

★
入
門
し
て
ま
だ
日

が
浅
い
私
は
、
渋
谷
親

方
、
女
将
さ
ん
、
先
輩

諸
氏
の
方
か
ら
教
わ
る

ば
か
り
で
す
。
お
蔭
さ

ま
の
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。塚

本
佳
紹

交流やイベントに。マスメディアで話題に。

今年は彦根のキャラクター「彦にやん」と共演。
大阪・食博にも！

社
中
の
思
い



伊
勢
大
神
楽

と
は
、
獅
子
舞

を
し
な
が
ら
、

江
戸
時
代
に

は
、
伊
勢
に
参

り
た
く
て
も
、

参
れ
な
い
人
々

の
た
め
に
、
壇

那
場
各
戸
に
伊

勢
神
宮
の
御
札

を
配
っ
て
、
各

家
々
の
竃
祓
い

や
家
内
安
全
の

お
祓
い
を
行

い
、
獅
子
を
舞

う
の
が
、
伊
勢

大
神
楽
の
芸
能
の
総

称
で
す
。

舞
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
遠

く
飛
鳥
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
壬
申
の
乱
（
六
七
二
）
の

折
、
桑
名
に
来
た
大
海
人
皇
子

「
後
の
天
武
天
皇
」
を
村
人
が

獅
子
舞
で
お
慰
め
し
た
こ
と
に

始
ま
る
と
伝
え
る
。

室
町
時
代
か
ら
、
伊
勢
の
内

宮
・
外
宮
で
は
伊
勢
信
仰
の
広

布
と
参
宮
勧
誘
に
当
た
る
御
師

た
ち
の
諸
国
歴

訪
が
活
発
化

し
、
大
神
楽
の

人
た
ち
も
御
師

の
配
下
で
神
札

配
り
の
回
国
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

伊
勢
大
神
楽
は
回
国
に
際
し

て
、
獅
子
頭
を
天
照
皇
大
神
の

シ
ン
ボ
ル
と
あ
が
め
、
悪
魔
払

い
の
舞
を
人
々
の
前
に
披
露
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

「
歴
史
街
道
・
朝
日
新
聞
の

司
馬
遼
太
郎
が
語
る
日
本
」
で

司
馬
氏
は
、
伊
勢
大
神
楽
集
団

は
、
電
器
店
や
新
聞
社
の
販
売

店
の
よ
う
な

も
の
で
、
お
伊
勢
さ
ん
の
宣
伝

マ
ン
と
、
書
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
「
放
下
芸
」
と
呼
ぶ

曲
芸
の
演
目
を
数
多
く
余
興
芸

に
加
え
て
、
宗
教
集
団
か
ら
宗

教
芸
能
集
団
へ
大
き
な
飛
躍
を

遂
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
為
、
明
治
維
新
後
、
神

宮
の
御
師
制
度
が
解
体
、
消
滅

し
た
後
も
地
盤
は
揺
る
が
ず
、

回
国
巡
業
は
現
在
も
健
在
で
あ
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10年の歩み
６００年の伝統を受け継ぎ、大阪府より法人認証

一
年
三
百
六
十
五
日
、
伊
勢

大
神
楽
渋
谷
章
社
中
は
、
二
府

五
県
を
門
付
け
し
て
家
々
の
安

全
と
隆
昌
、
人
々
の
幸
せ
を
祈

り
、
厄
を
払
っ
て
回
り
続
け
ま

す
。
六
百
年
に
も
お
よ
ぶ
こ
の

伝
統
芸
能
は
日
本
の
心
の
原
風

景
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
心
は

渋
谷
章
社
中
が
宗
教
法
人
に
認

可
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

内
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
ま
で
も
広
が
り

を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
そ
の
足
跡
を
追
っ
た
。

日
野
の
町
に
不
可
欠
の

獅
子
舞
・
神
道
伊
勢
大
神

楽
教
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
年
、
宗
教
法
人
認
証
十

周
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

馬
見
岡
綿
向
神
社
が
鎮

ま
り
ま
す
滋
賀
県
蒲
生
郡

日
野
町
と
伊

勢
大
神
楽
の

つ
な
が
り
は
古
く
、
戦
国

時
代
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ

ています
。
戦
国
の
武
将
・
蒲
生

氏
郷
は
城
下
町
を
造
り
、

日
野
の
基
盤
を
築
き
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
領
内
の

人
々
の
幸
せ
を
祈
願
す
る

た
め
に
、
伊
勢
神
宮
の
お

使
い
で
あ
る
伊
勢
大
神
楽

を
手
厚
く
も
て
な
し
た
の

が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま

す
。
以
来
、

日
野
の
町
に
伊
勢
大
神
楽

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
獅

子
舞
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

特
に
こ
の
度
、
渋
谷
章

社
中
に
よ
り
ま
す
神
道
伊

勢
大
神
楽
教
が
宗
教
法
人

と
し
て
認
証
さ
れ
、
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
同
じ
神
縁
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
同
慶
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
宗
教
法
人
と
し
て

益
々
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

馬
見
岡
綿
向
神
社

宮
司

社

信
之

歴
史
古
く
、
日
野
に
不
可
欠
。

春
夏
秋

人
々
の
幸
せ
願
い
。

昭和10年代の風景

円内は小沢昭一さんと対談した家元

◆
平
成
十
年

十
一
月
＝
『
伊

勢
大
神
楽
～
悠

久
の
獅
子
』

（
東
方
出
版

刊
）
発
行
。

◆
平
成
十
一

年
九
月
＝
日
中

文
化
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ

出
演
（
西
安

市
・
大
興
善

寺
）
。

◆
平
成
十
一
年
十
一
月
＝
第

一
回
秋
季
神
楽
大
祭
。

◆
平
成
十
二
年
＝
宗
教
法
人

格
取
得
を
目
指
し
申
請
を
開

始
。◆

平
成
十
二
年
十
一
月
＝

「
ビ
ル
マ
戦
線
」
戦
没
者
追
悼

慰
霊
祭
へ

参
加
。
日

本
人
墓
地

で
慰
霊
奉

舞
。
各
地

で
宗
教
交

流
の
た
め

奉
舞
。

◆
平
成
十
五
年
三
月
＝
日
韓

文
化
交
流
祭
に
出
演
（
ソ
ウ

ル
・
世
宗
文
化
会
館
）

◆
平
成
十
五
年
十
月
二
日
＝

大
阪
府
庁
よ
り
「
神
道
伊
勢
大

神
楽
教
」
と
し
て
宗
教
法
人
格

が
認
証
さ
れ
る
。

◆
平
成
十
六
年
十
一
月
＝
本

部
に
て
宗
教
法
人
格
認
証
奉
告

祭
を
秋
季
神
楽
大
祭
に
併
せ
て

斎
行
。

◆
平
成
十
七
年
一
月
＝
関
西

経
済
界
新
年
互
礼
会
に
出
演

（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
大
阪
）
。

◆
平
成
十
九

年
十
二
月
＝

「
第
５
回
ま
つ

り
イ
ン
台
湾
」

に
出
演
（
ハ
イ

ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
）

◆
平
成
二
十
年
一
月
＝
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
開
館
十
五
周
年
記

念
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
「
伊
勢

大
神
楽
」
を
開
催
。
落
語

家
・
露
の

五
郎
兵
衛

師
匠
と
対

談
。◆

平
成

二
十
年
十

一
月
＝
宗

教
法
人
認

証
五
周
年

記
念
の
秋

季
神
楽
大

祭
を
初
め

て
、
蒲
生

郡
日
野
町

の
日
野
布
教
所
で
斎
行
。

◆
平
成
二
十
一
年
四
月
＝
落

語
と
の
コ
ラ
ボ
「
第
１
回
し
し

ま
い
寄
席
」
を

日
野
町
で
は
じ

め
る
。
出
演
は

露
の
団
六
、
露

の
団
四
郎
、
露

の
団
姫
、
桂
ひ

ろ
ば
、
笑
福
亭

瓶
成
の
各
師
匠

方
。
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平
成
十
五
年
十
月
二
日
付
け
で

大
阪
府
庁
よ
り
神
道
伊
勢
大
神
楽

教
が
宗
教
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ

て
本
年
で
十
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

軽
や
か
に
響
き
わ
た
る
笛
の

音
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
太
鼓
の
音
、

魂
を
揺
さ
ぶ
る
鉦
に
よ
る
お
囃
子

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る

と
、
日
本
人
な
ら
誰
で
も

心
が
躍
り
ま
す
。
お
よ
そ
六
百
年

に
亘
っ
て
受
け
継
が
れ
た
伝
統
芸

能
「
伊
勢
大
神
楽
」
は
日
本
人
の

心
の
原
風
景
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。宗

教
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
渋
谷
章
社
中
の

獅
子
舞
が
六
百
年
に
亘
る
伊
勢
大

神
楽
の
伝
統
を
保
持
、
継
承
し
、

宗
教
性
と
公
益
性
の
あ
る
法
人
と

し
て
の
国
の
お
墨
付
き
と
な
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
あ
り
ま

す
。
現
代
は
「
Ｉ

Ｔ
社
会
」
と
い
わ
れ
ま
す
よ
う

に
、
極
端
に
人
と
人
と
の
交
流
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。
伊
勢
大
神
楽
の
獅
子
舞

は
戸
別
に
一
軒
づ
つ
訪
問
し
、

人
々
の
幸
せ
を
祈
る
布
教
が
特
徴

で
す
。

伝
統
の
伊
勢
大
神
楽
を
継
承
さ

れ
、
さ
ら
に
次
の
世
代
へ
と
伝
え

る
た
め
、
こ
の
十
周
年
を
節
目
と

し
て
渋
谷
章
社
中
が
益
々
ご
発

展
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期

待
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
の
心
の
原
風
景
を
後
世
に
。

高
槻
市
市
議
会
議
員

石
田
梅
岩
母
系
十
四
代
当
主

角

芳
春

一
年
三
百
六
十
五
日
、


